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機 に つ い て
大 沢 亮 我
機 の語は中国仏教以来,重 要な概念 の一つ とな り,大 きな意味役割 を荷 ってい る。0
私 は先に翻訳経論を通 して,機 の語がいか なる原語に当たるものであ るか を 例を上 げ て示 した。そ こでは機の語 に相
応す るのは,indriya,龝aya,bh稻ana,vineya等 の語 であって,な かでも用例数等か ら言って,indriyaと龝ayaの
二語 が機 の語に最 もふさわ しい もの と述べた。機の語に対 して現在の理 解は,さ まざまな意味 を 認め な が らも 根(機 根
二indriya)に 収まっているに して も,「 意楽(龝aya)」 の意味あいが,も う少 し強 まって理解 され ていてもよさそ うに思
うのであ るが ど うであろ うか。
そ こで本稿では,中 国において,機 の語が どのよ うに扱われ,仏 教者に承け入れ られたかについて若干考察 してみたい。
中国では古来 よ り機 と幾 の語は同義 として用い られていた ことは種kの 文献 に明 らかであ る。
『説文解辞』の機の項には,
主発謂之機。又弩牙。一 日織具也 。又巧衛也。変也。要也 。会也。密也。
とあ り,幾 の項には,
微也。始也。
とある。 『説文』ではそれ ぞれ意味す るところが異 なってはいるが,漢 の孔安国の 「尚書」註には,
0機亦微也
。今字書多不従木単作幾也 。
として,機 に幾の意味が加わ って,機 と幾 が混 同して用い られていた こ とが知 られ る。
又,他 の様々な文献 を見ても機 と幾は混用 され てい る。つ まり機 の解釈に つ い て 『考声』では 厂機動也」 といい,『礼
o●
記』大学 の漢 の鄭元の 註 に は 「機 発動所 由也」 と理解 し,『荘子』至 楽 篇 の疏 で は 「発動 所謂造化也 」 と解 し,
oO
r列 子』 天端 の註には 「群有之始也」 と 『淮 南子』原道訓の註では 厂機 発也」 とい う。更 にr易 』繋辞伝の疏には 「正
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義 日此釈幾之義也 幾 微也 是已動之微動 謂心動事動初動之時其理未著」 と理解 され,
幾 と機は混乱の中に,中 国仏教者の中へ受 け継がれてい ったものであ ろ うと推測され る。
今,そ れを 「研幾」 と 「知幾」 とい う語を通して考}xて みたい。 この両語は早 くか ら仏教者 の中に受け入れ られ用 い ら
れている。
「研幾」 「知幾」 とも 『易』繋辞伝 に見え るところで,前 者は,
⑧
夫易 聖人之所以極深而研幾也。唯深也 。故能通天下之志。唯幾也 。故能成天下之務。云k。
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とあるに よる。 この語は,慧 遠や道安 らも用 いてお り,慧 遠は 『阿毘曇心序』において,
有 出家開士。字日法勝 淵識遠覧極深研機。龍潜赤沢独有其明。其 人以為 阿毘曇経。
と記 し,法 勝 とい う人を 「淵識遠覧極深研機」 と 『易』 の言を もって,こ う賞讃 してい る。
又,道 安は 『了本生死経序』に ⑩
其在 天竺三蔵聖師。莫 不以為教首而研幾也。
と記 し,更 には 『阿毘曇序』 において,
⑪
以研機者 尚其密。密者 云k。
として用 いてい る。道安はまた 「陰持入経序」 においては,
⑫陰結
日捐成泥C品 自非知機 其熟能与於此乎
と 「知機」 の言を用いている。 この 「知機」 も 『易』繋辞伝 に
子 日 知幾其神乎 君子上交不諂 下交不漬 其知幾乎 幾者動之微。吉 之先 見者也
とあ るものに基づいてい る。この様 に,「 研幾」は 「研機」 として同 じよ うに用 い られ,そ の混乱の様子が見 られ る。機
の意味を辞書で引いて もその一 つの意味に,幾 の義 も含 まれ てい ることか らも,そ れが 明らか であ る。 ともあれ,道 安や
⑬ ⑭慧遠が用
いた,『 易』にい う「研幾」は 同時代の僧衛の 『十住経含注序』や支敏度 の 『合維摩詰経序』に も同様 に用 い られ
てい る。 しか し道安等が引 くところは経論の作者 等を賞讃 する所 に用 いるもので,そ れ は,後 代に言 うところの,仏 菩薩
に関す るものでは ない。それは 厂研幾」が 「幾を研(あ き らか)に す る。」 とい う向上的 な意味あいで用 い られ ているか
らに他な らない。そ こで思い浮 かべ るこ とがで きるのが,先 の道安の 『陰持入経序 』に引かれ る 「知機」の語 であ る。こ
の語はr易 』では,孔 子が 「幾 を知 るは,そ れ神か」 と述べ,幾 を知 ることを神わざ として理解す るところの もので,前
の 「研幾」 とは少 し異な る。先 の道安 の用例では少 し解 か りに くいが,謝 霊運 の 『辯宗論』では,
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⑮再答 今
不藉顔所推。而謂之為極 但謂顔為庶幾 則孔知幾矣 云k
とい う霊運の答>xの 中にr易 』の言が引かれ,孔 子 の第一の弟子顔回 と言>xど も 「庶幾」(ちか き)で あって,孔 子のみ
「知幾」であ るとしてい る。今ここで少 し論を推 し進 めぽ,孔 子が 「知幾」な らぽ,当 然の こと仏は 「知幾」であ るはず
であ り,先 の 「易』 の 「知幾其神乎」 とい う孔子の言 も,訳 経上の仏 を神 と訳すこ ともあ ることか ら言>xぽ,厂 知幾其仏
乎」 とい うことも首肯 され るところであろ うし,当 時 の仏教者 も当然その ように理解 した で あ ろ う。 この 「知幾」 とい
う 『易』の言が仏教者に受け入れ られ,仏 の一つの働 きと理解 され るにいたったことが,機(幾)の 展開への第一歩 とな
った もの と考え られ る。 しか し,そ れはまだ定 まった用例 としてではな く,種k様 々な形を もって言 い表わ されて くる。
慧遠や道安か ら謝霊運の時代へ と推移する間に,人 への賞讃の為の 「研幾」か ら,仏 の一特性 としての 「知幾」へ と展開
し,ま た受け入れ られた とも考>xら れ るべ きであ る。 しか し,そ れは まだ中国的色彩 の濃 いもので,機 の語の意味 自身 の
仏教的 変化ではない。それが しだいに推移 してい くのが謝霊運 と同時代 の羅什門下 の道生や僧肇 の頃であ ったのではあ る
まいか。
羅什 門下の道生 や僧肇の記述 の中には,機 が人,或 いは心(心 の動き)と 理解 され得る様 な文が見受 け られ る。
道生 の 『法 華経疏』には ⑯
←)寔 由蒼生機感不一啓悟万端 是以大聖示有分流之疏。顕以参差之教
⑰
⇔ 次明一 時時者物機感聖聖能垂応 凡聖道交 不失 良機 謂之一時
IF'
⇔ 種k因 縁 明衆生神機不一 取悟万殊。或因施 戒 或縁神変故言種種
とある。(→は蒼生(人)の 機感 の異な りに仏 の教説の多様性を見いだ した もので,⇔ は物(人)の 機 は聖を感 じ,聖 はそ
れに応 じて,謂 ゆる凡聖道 交す るとい う感応思想 として捉}xて い る。また⇔は衆生の神(こ ころ)の 機が異 な り,悟 る と
ころもそれに応 じて異な るこ とを示 している。道生はこの様に機を感応 思想において理解 した最初の人であ ると考え られ
⑲
る。道生の言 う機は動的意味合 いが強い と思われ るが,彼 の言 う感応思想は 「心有 りて応ず」 と理解 され るか ら,心 やそ
の動 きを機 として理解 したもの と知 られ る。
また 同門の一方の僧肇では 『涅槃無明論』 に
⑳経
日。法身無象 応物而形 般若無知 対縁而照 万機頓赴。而不撓其神 千難殊対 而不于其慮。
と論 じ,『 維摩詰経序』には
⑳大秦 天王 俊神超世玄心独悟
。弘至治於万機 之上。場道化於 千載 之下。云k
と述べている。僧肇の言 う 厂万機」は,人 間そのものを機 と理解 しているよ うであ り,道 生 とは若干異 なる。 しか し,唐
rw.
代 の元康 が疏 に 「動之漸亦是心也」 とし,「 機但論心」 と注 してい るように,僧 肇の言 う機を心 として捉 えることも出来
るわけである。
大概的に言 えば,道 生 の記述は事の立場か ら向上 門的に機を捉え,そ れを感応思想 と融合 させたのであ り,一 方,僧 肇
は理の立場か ら向下門的に機を把握 している様に も感ぜ られ る。
最後に飛躍 して私見を述べて結び とす る。道生 と僧肇 の機の理解 は,機 の動 と静 とに分けて理 解され るもので,道 生 は
心 の動 きに重点を置 き,僧 肇は人,心 そのものを機 と理解 したにす ぎない様であ る。この二人の理解 がそのまま後代 の機
の語の理解 となってお り,引 いては禅家 と浄土教家の機 の理解へ と展開 していくのではあるまいか,そ れ を前述の翻 訳で
いえば,機 を龝ayaとindriyaの 二面 と理解 していることに反影 されている ように も考え られ る。
以上,略 述 なが ら,機 の語の一側面について私見を述べ させて頂 いた。
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